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平 成 29 年 度　 千 葉 大 学 大 学 院 医 学 薬 学 府
４年博士課程（10月入学第１回）学生募集要項

１．募集人員

専　攻　名

募　集　人　員

平成29年度10月入学

先 端 医 学 薬 学 専 攻 若干名

先 進 予 防 医 学 共 同 専 攻 若干名

注：４年博士課程は，先端医学薬学専攻が医学及び薬学領域，先進予防医学共同専攻が医学領域で構成されてい
ます。本募集要項は，主たる指導を医学領域又は薬学領域のいずれの指導教授があたるかで出願手続が異な
るため，出願に際して志望する領域を「医学領域」及び「薬学領域」に区分していますので，留意してください。

本学大学院博士前期課程又は修士課程を平成29年９月に修了見込みの者は，学内進学者扱いになりますの
で，「６．選抜方法等」は，本募集要項の６ページをご覧ください。

２．出願資格

　出願できる者は，次の各号の一に該当する者とします。

⑴ 　大学（学校教育法第83条に定める大学をいう。以下同じ）の医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに

限る。）又は獣医学を履修する課程を卒業した者及び平成29年９月までに卒業見込みの者

⑵　外国において，学校教育における18年の課程を修了した者及び平成29年９月までに修了見込みの者

⑶ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育におけ

る18年の課程を修了した者及び平成29年９月までに修了見込みの者

⑷ 　我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における18年の課程を修了したとされ

るものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部

科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び平成29年９月までに修了見込みの者

⑸ 　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関係機関

の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限

る。）において，修業年限が５年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業

科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位

に相当する学位を授与された者及び平成29年９月までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者

⑹　文部科学大臣の指定した者（昭和30年文部省告示第39号）

① 　修士課程を修了した者（平成29年９月までに修了見込みの者を含む。）及び修士の学位又は専門職学位の授

与を受けることのできる者

② 　防衛省設置法（昭和29年法律第164号）による防衛医科大学校を卒業した者（平成29年９月までに卒業見込

みの者を含む。）

③ 　旧大学令（大正７年勅令第388号）による大学の医学又は歯学の学部において医学又は歯学を履修し，これ

らの学部を卒業した者

④ 　前期２年及び後期３年の課程の区分を設けない博士課程に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必

要な研究指導を受けた者（学位規則の一部を改正する省令（昭和49年文部省令第29号）による改正前の学位規

則（昭和28年文部省令第９号）第６条第１号に該当する者を含む。）で本学府において，医学又は歯学の学部
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を卒業した者（医学又は歯学を履修した者に限る。）と同等以上の学力があると認めた者

⑤ 　大学（医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに限る。）又は獣医学を履修する課程を除く。）を卒業

し又は外国において学校教育における16年の課程を修了した後，大学，研究所等において２年以上研究に従事

した者で，本学府において，当該研究の成果等により，大学の医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるもの

に限る。）又は獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

⑺　次のいずれかに該当する者であって，本学府において，所定の単位を優れた成績で修得したと認めた者

① 　大学（医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに限る。）又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年

以上在学した者

② 　外国において学校教育における16年の課程（医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに限る。）又は

獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了した者

③ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校における

16年の課程（医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに限る。）又は獣医学を履修する課程を含むもの

に限る。）を修了した者

④ 　我が国において，外国の大学の課程（医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに限る。）又は獣医学

を履修する課程を含むものに限り，かつ，その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，

文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

⑻ 　本学府において，個別の入学資格審査により，大学の医学，歯学，薬学（修業年限が６年であるものに限る。）

又は獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，24歳に達した者及び平成29年９

月までに24歳に達する者

備　考

1　出願資格の概要

　　上記の出願資格は，概ね次の①から③の３項目に区分できます。

　①　６年制の大学を卒業又は平成29年９月までに卒業見込みの者

　②　修士課程を修了又は平成29年９月までに修了見込みの者

　③　上記の①又は②と同等以上の教育，又は経歴を有する者

　 　出願資格の確認を要する場合は，本大学院（医学部大学院学務係又は薬学部学務係）に照会してください。

2　医学領域志願者留意事項

　① 　医学以外の大学を卒業し，修士課程を修了した者及び平成29年９月までに修了見込みの者，又は修士の学位の

授与を受ける見込みの者の出願資格については，あらかじめ本大学院（医学部大学院学務係）まで照会してくだ

さい。

　② 　臨床系に出願する者は医師国家試験の合格を必要条件とする場合がありますので，指導教授まで照会してくだ

さい。
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３．出願資格の審査・認定

　　２．出願資格⑹の④，⑤，⑺，⑻により出願しようとする者は，次のとおり出願資格の審査・認定を行います。

　⑴　提出書類

提　　出　　書　　類 摘　　　　　　　　　　要

1 入学試験出願資格認定申請書 本大学院所定の用紙

2 在職証明書 大学・研究所等発行のもので，研究歴を証明する書類

3 研究業績調書 本大学院所定の用紙

4 卒業 （修了） 証明書 出身大学（学部， 研究科）長等が証明したもの。 

5 成績証明書 出身大学（学部， 研究科）長等が証明したもの。 

6 履歴書（外国人用） 本大学院所定の用紙

7 入試関係通知書等受取先住所
シール 本大学院所定の用紙

　⑵　提出期間

　平成28年11月29日（火）から平成28年12月１日（木）まで（必着）

　持参の場合は，９時から17時までです。（12時から13時までを除く。）

　郵送の場合は，必ず簡易書留とし，封筒の表に「医学薬学府４年博士課程出願資格審査書類在中」と朱書きし

て，最終日17時までに必着するように送付してください。

　どちらの場合も提出期間内に到着しない場合は，受理しません。

⑶　提出場所

　　願書提出先とします。

⑷　結果通知

　　審査・認定の結果は，平成28年12月22日（木）までに本人宛通知します。

４．出願手続

　⑴　出願受付期間

　平成29年１月４日（水）から平成29年１月６日（金）まで（必着）

　持参の場合は，９時から17時までです。（12時から13時までを除く。）

　郵送の場合は，必ず簡易書留とし，封筒の表に「医学薬学府４年博士課程入学願書在中」と朱書きして，最終

日17時までに必着するように送付してください。

　どちらの場合も受付期間内に到着しない場合は，受理しません。

注：出願に際しては，あらかじめ主たる指導を希望する指導教授に必ず照会の上，出願してください。

⑵　願書提出先

　　　①　医学領域志願者　　千葉大学医学部大学院学務係　

　　　　　　　　　　　　　　〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号　　　　

　　　②　薬学領域志願者　　千葉大学薬学部学務係

　　　　　　　　　　　　　　〒260-8675　千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号
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５．出願書類等

　　志願者は下記書類を提出してください。

出　願　書　類　等 摘　　　　　　　　　　　　要

1 入学願書・受験票・写真票 本大学院所定の用紙

2
検定料（30,000円）
※右記のとおり振込みとなり
ます。 

●日本国内在住の志願者
出願前に本募集要項の指定用紙（振込依頼書）にて銀行等（ゆうちょ銀行
を除く。）で振り込んでください。（自動振込機は使用せず，必ず窓口で振
り込んでください。）振込手数料は本人負担となります。
また，振込証明用 「貼付用（大学提出用）」は金融機関から受領した際に
必ず取扱金融機関の出納印を確認の上，願書裏面の貼り付け欄にのり付け
してください。
なお，学内進学者及び外国人志願者のうち日本政府（文部科学省）国費外
国人留学生は不要です。
●海外在住の志願者
この募集要項に添付された所定用紙の「振込依頼書」は，日本国内の銀行
のみ使用可能です。日本国内に知人等がいない場合は，クレジットカード
決済により，検定料30,000円の払込手続をしてください。なお，検定料の
払込手続きは出願前に済ませてください。
⑴ 　千葉大学ホームページ（http://www.chiba-u.jp）の＜受験生の皆様へ＞
にアクセスし，＜入試案内＞→＜海外からの検定料支払い＞により検定
料払込手続きを行ってください。
⑵ 　検定料の払込手続終了後，千葉大学より申込内容確認のメールが送信
されます。内容を確認後，そのメールを担当係へ転送してください。
注１ ．入学願書の裏面にある「検定料納入方法」の「クレジット決済」欄
にチェックを入れてください。

注２ ．クレジットによる検定料の払込手続き期間は，平成28年12月５日
（月）～平成29年１月６日（金）までです。なお，出願書類を提出する
前に払込手続きをしてください。

注３ ．利用できるクレジットカードの種類については，検定料払込手続の
際にホームページで必ず確認してください。

※いったん納入した検定料は原則として返還しませんが，検定料を誤って
振り込み，出願しなかった者が平成29年３月31日（金）17時までに所定
の返還手続を行った場合は，検定料の全額を返還しますので，志望領域
の事務担当者に確認して下さい。

3
卒業・修了（見込）証明書
（出願資格審査時に提出済の
場合，再提出不要。）

出身大学（研究科）長が証明したもの。（本学医学部及び薬学部（修業年
限が６年であるものに限る。）卒業者，医学薬学府修士課程修了者及び薬
学研究科博士前期課程修了者は不要。）
なお，２．出願資格⑷により出願する者は，学部の卒業証明書とします。
また，２．出願資格⑸及び⑹により出願する者は，最終学歴の証明書とし
ます。

4
成績証明書
（出願資格審査時に提出済の
場合，再提出不要。） 

出身大学（学部・研究科）長が証明したもの。（本学医学部及び薬学部（修
業年限が６年であるものに限る）卒業者，医学薬学府修士課程修了者及び
薬学研究科博士前期課程修了者は不要。）
また，外国において修士の学位に相当する学位を授与された者は 「成績証
明書」と「学位記」の写しを添付してください。

5
修士の学位論文
（薬学領域志願者のみ）

修士課程を修了した者は，１部提出してください。
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６．選抜方法等

　選抜は，学力検査及び成績証明書等を総合して判定します。

　なお，「本学大学院博士前期課程又は修士課程において平成29年９月に修了見込みの者」が本課程に進学を志望

する場合は，６ページ⑵により選考します。この場合は，検定料は不要です。

　1　入学志願者

　　①　試験科目　１　志望する専門科目（筆答試験）

　　　　　　　　　２ 　外国語〔英語（英語一般），専門英語（医学英語），専門英語（薬学英語）のうちから１科目

を選択〕

　　　　　　　　　　 　外国語の試験には，辞書（語学辞書に限る。）の使用を認めます。ただし，電子辞書及び医

学用語辞典等の専門用語辞典の使用は認めません。

　　　　　　　　　３　面接試験

　　②　試験日時・場所

志望専攻 月　　日 時　　間 科　　目 場　　所

先端医学薬学専攻

先進予防医学共同専攻

平成29年　 　

１月26日（木）

10：30～11：30 専門科目
千 葉 大 学
亥鼻キャンパス

13：30～14：30 外国語

15：00～　　　 面接試験

出　願　書　類　等 摘　　　　　　　　　　　　要

6
修士論文（又はそれに相当す
るもの）の要旨

Ａ４判縦長横書きで１枚とし，１部提出してください。
ただし，医学領域志願者は，６ページ⑵学内進学者のみ提出してください。

7
研究業績調書
（医学領域志願者のみ）

本大学院所定の用紙（６．選抜方法等⑴又は⑵の①により出願する者は，
提出不要。）

8 写真（２枚）
出願前３カ月以内に撮影（上半身，正面，脱帽）のもの。 
（縦４㎝×横３㎝を受験票・写真票に貼付する。）

9 受験票送付用封筒
長型３号封筒（23.5㎝×12㎝）に郵便番号，住所，氏名を明記し，郵便
切手（82円分）を貼り同封してください。

10 履歴書（外国人用） 本大学院所定の用紙（出願資格審査時に提出済の場合，再提出不要。）

11
住民票
（外国人志願者のみ）

市区町村長が交付したもの。（在留期間，在留資格が明記してあるもので，
個人番号（マイナンバー）が記載されていないもの。） 
なお，外国人登録をしていない者は，提出不要。

12
パスポートの写し
（外国人志願者のみ）

氏名等が記載されているページの写し。

13
誓約書
（医学領域志願者のみ）

医師免許証のない者で臨床系に出願の者は誓約書（本大学院所定の用紙）
を提出してください。

14
入試関係通知書等受取先住所
シール

本大学院所定の用紙（出願資格審査時に提出済の場合，再提出不要。）
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　⑵　学内進学者

　選考方法を「①　医学薬学府修士課程からの進学者」と「②　医学薬学府修士課程以外の研究科からの進学者」

に区分しています。

①　医学薬学府修士課程からの進学者

ⅰ　選考方法　修士論文の要旨及び面接試験を総合して判定します。

ⅱ　選考日時・場所

＜医学領域志願者＞

志望専攻 月　　日 時　　間 科　　目 場　　所

先端医学薬学専攻
先進予防医学共同専攻

平成29年
１月26日（木）

15：00～ 面接試験 千葉大学医学部

＜薬学領域志願者＞

志望専攻 月　　日 時　　間 科　　目 場　　所

先端医学薬学専攻
平成29年
１月26日（木）

９：30～ 面接試験 千葉大学薬学部

②　医学薬学府修士課程以外の研究科からの進学者

ⅰ　選考方法　

　　　試験科目　１　志望する専門科目（筆答試験）

　　　　　　　　２ 　外国語〔英語（英語一般），専門英語（医学英語），専門英語（薬学英語）のうちから１

科目を選択〕

　　　　　　　　　 　外国語の試験には，辞書（語学辞書に限る。）の使用を認めます。ただし，電子辞書及

び医学用語辞典等の専門用語辞典の使用は認めません。

　　　　　　　　３　面接試験

ⅱ　選考日時・場所

志望専攻 月　　日 時　　間 科　　目 場　　所

先端医学薬学専攻
先進予防医学共同専攻

平成29年
１月26日（木）

10：30～11：30 専門科目
千 葉 大 学
亥鼻キャンパス

13：30～14：30 外国語

15：00～　　　 面接試験

７．注意事項

⑴ 　入学試験に関する詳細については，受験票送付の際に同封するとともに，平成29年１月25日（水）10時に医学

領域は医学部掲示板に，薬学領域は薬学部掲示板に掲示します。

⑵　出願書類に不備がある場合には，受理しないことがあります。

⑶　いかなる理由があっても，出願手続き後の書類の変更，受理した出願書類の返却及び検定料の返還はしません。

⑷　車での来校はできるだけ避けてください。

⑸　入学願書等に虚偽の記載をした者は，入学後であっても入学の許可を取り消すことがあります。

⑹ 　電話等による合否の問合せには一切応じません。

⑺ 　入学者選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか，管理運営業務，修学指導業務，入学者選抜

方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。
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８．合格者発表

　平成29年２月17日（金）13時

　医学領域は医学部掲示板に，薬学領域は薬学部掲示板に発表する（掲示期間は３日間）とともに，合格者には合

格通知書を交付します。

９．入学手続

⑴　入学手続期間　平成29年９月15日（金）（予定）

⑵　入学手続場所　医学領域合格者は，千葉大学医学部

　　　　　　　　　薬学領域合格者は，千葉大学薬学部

⑶　入学手続の際に納入する経費

　　入学手続の際には，次の経費が必要です。

入　学　料 学生保健互助会費 学生教育研究災害傷害保険料
（学研災付帯賠償責任保険含む） 合　計

282,000円 ４年分
8,000円

医学領域
４年分
5,300円

295,300円

薬学領域
４年分
4,660円

294,660円

（注意）
　１　入学料の納入については，入学手続時に納入願います。
　２ 　授業料の納入については，入学後の後期分授業料は11月に，前期分授業料は４月に口座引落しにより納

入願います。口座引落手続等についての詳細は入学手続の際に改めてお知らせします。
　　　なお，前期分・後期分授業料はそれぞれ260,400円（年額 520,800円）です。
　　　また，入学して２年目から，後期分授業料は10月が口座引落しの月となります。
　３ 　入学料及び授業料等の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び新授業料等が適用されます。
　４　入学料及び授業料が免除される制度があります。
　　　詳細は，千葉大学ホームページ
　　　　http://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/payment/exemption.htmlをご覧ください。
　　　　入学料及び授業料免除に関する問い合わせ先
　　　　学務部学生支援課　電　話　０４３－２９０－２１７８
　５ 　学生保健互助会費（疾病負傷の際に相互に救済し，進んで健康保持に寄与することを目的としておりま

す。）及び学生教育研究災害傷害保険料・学研災付帯賠償責任保険料（正課中，学校行事中，課外活動中，
通学中における傷害事故に対して補償するものです。また，他人にケガをさせたり，他人の財物を損壊した
りした場合の補償も含まれます。保険料の改定が行われた場合には，改定時から新保険料が適用されます。）
は，平成29年９月29日（金）までに郵便局又はゆうちょ銀行で払い込んでください。

　　　詳細は，学務部学生支援課へ問い合わせてください。
　　　　電　話　０４３－２９０－２２２０（学生保健互助会）
　　　　電　話　０４３－２９０－２１６２（学生教育研究災害傷害保険）
　６ 　入学料については，本大学院博士前期課程又は修士課程を平成29年９月に修了見込みの者は，必要とし
ません。（６ページ「６．選抜方法⑵」により志願した者）

　７　外国人合格者で日本政府（文部科学省）国費留学生は入学料，授業料は必要ありません。
　８　納入した入学料は，いかなる理由があっても返還しません。
　９ 　入学手続完了者が平成29年９月29日（金）17時までに入学を辞退した場合には，申し出により既に納入
済の学生保健互助会費及び学生教育研究災害傷害保険料を返還します。
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⑷　奨学金制度

　日本学生支援機構において大学院学生に対する貸与制度があります。この選考は，学業成績及び研究能力，家

庭の経済的事情等審査のうえ，日本学生支援機構に推薦するものです。

⑸　提出書類，その他入学手続上の詳細は，合格者本人に別途通知します。

【問い合わせ先】

医学領域志願者：〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号
　　　　　　　　千葉大学医学部大学院学務係
　　　　　　　　電話　043－226－2009
　　　　　　　　E-mail　sah5234@o�ce.chiba-u.jp

薬学領域志願者：〒260-8675　千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号
　　　　　　　　千葉大学薬学部学務係
　　　　　　　　電話　043－226－2862
　　　　　　　　E-mail　yakugaku-in@chiba-u.jp

電話での問合せは，９時から17時までです。
ただし，土・日曜日・祝日は除きます。
郵送で問合せる場合は，住所を明記し82円切手を貼付した返信用の封筒を同封してください。
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平 成 29 年 度　 千 葉 大 学 大 学 院 医 学 薬 学 府
後期３年博士課程（10月入学第１回）学生募集要項

１．募集人員

専　攻　名

募　集　人　員

平成29年度10月入学

先 端 創 薬 科 学 専 攻 若干名

本学大学院博士前期課程又は修士課程を平成29年９月に修了見込みの者は，学内進学者扱いになりますの
で，「６．選抜方法等」は，本募集要項の12ページ⑵をご覧ください。

２．出願資格

　出願できる者は，次の各号の一に該当する者とします。

⑴　修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成29年９月までに授与見込みの者

⑵ 　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成29年９月までに授与見込みの

者

⑶ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学位に相当する

学位を授与された者及び平成29年９月までに修士の学位に相当する学位の授与を受けることのできる者

⑷ 　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教

育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位又は専門職学位に相当する

学位を授与された者及び平成29年９月までに授与される見込みの者

⑸ 　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第

１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大

学」という。）の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者及び平成29年９月までに授与される

見込みの者

⑹  　外国の学校，上記出願資格⑷の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置基準

第16条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると

認められた者及び平成29年９月までに認められる見込みの者で，本学府において修士の学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者

⑺ 　次のいずれかに該当する者であって，その後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本学府

において，当該研究の成果等により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　①　大学を卒業した者

　②　外国において学校教育における16年の課程を修了した者

　③ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校における

16年の課程を修了した者

⑻ 　本学府において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で，

24歳に達した者及び平成29年９月までに24歳に達する者
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３．出願資格の審査・認定

　２．出願資格⑷，⑹，⑺，⑻により出願しようとする者は，次のとおり出願資格の審査・認定を行います。

　ただし，⑻の資格の者であって大学の医学，歯学又は獣医学を履修する課程を卒業した者は，出願資格の認定を

受ける必要はありません。

⑴　提出書類

⑵　提出期間

　平成28年11月29日（火）から平成28年12月１日（木）まで（必着）

　持参の場合は，平日の９時から17時までです。（12時から13時までを除く。）

　郵送の場合は，必ず簡易書留とし，封筒の表に「医学薬学府後期３年博士課程出願資格の審査書類在中」と朱

書きして，最終日17時までに必着するように送付してください。

⑶　提出先

　願書提出先とします。

⑷　結果通知

　審査・認定の結果は，平成28年12月22日（木）までに本人宛通知します。

４．出願手続

　⑴　出願受付期間

　平成29年１月４日（水）から平成29年１月６日（金）まで（必着）

　持参の場合は，９時から17時までです。（12時から13時までを除く。）

　郵送の場合は，必ず簡易書留とし，封筒の表に「医学薬学府後期３年博士課程入学願書在中」と朱書きして，

最終日17時までに必着するように送付してください。

　どちらの場合も受付期間内に到着しない場合は，受理しません。

　⑵　願書提出先　千葉大学薬学部学務係　〒260-8675　千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号

注：出願に際しては，あらかじめ主たる指導を希望する指導教授に必ず照会の上，出願してください。

提　出　書　類　等 摘　　　　　　　　　要

1 入学試験出願資格認定申請書 本大学院所定の用紙

2 在職証明書 大学・研究所等発行のもので，研究歴を証明する書類

3 研究業績調書 本大学院所定の用紙

4 卒業（修了）証明書又は最終
学歴の証明書

出身大学（学部，研究科）長が証明したもの。
なお，２．出願資格⑷により出願するものは， 学部の卒業証明書とします。 
また，２．出願資格⑹，⑺，⑻により出願するものは， 最終学歴の証明書と
します。

5 成績証明書 出身大学（学部，研究科）長が証明したもの。 

6 履歴書（外国人用） 本大学院所定の用紙

7 入試関係通知書等受取先住所
シール 本大学院所定の用紙
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５．出願書類等

　志願者は下記書類を提出してください。

出　願　書　類　等 摘　　　　　　　　　　　　要

1 入学願書・受験票・写真票 本大学院所定の用紙

2 検定料（30,000円）

●日本国内在住の志願者
出願前に本募集要項の指定用紙（振込依頼書）にて銀行等（ゆうちょ銀行
を除く。）で振り込んでください。（自動振込機は使用せず，必ず窓口で振
り込んでください。）振込手数料は本人負担となります。
また，振込証明用 「貼付用（大学提出用）」は金融機関から受領した際に
必ず取扱金融機関の出納印を確認の上，願書裏面の貼り付け欄にのり付け
してください。
なお，学内進学者及び外国人志願者のうち日本政府（文部科学省）国費外
国人留学生の者は不要です。
●海外在住の志願者
この募集要項に添付された所定用紙の「振込依頼書」は，日本国内の銀行
のみ使用可能です。日本国内に知人等がいない場合は，クレジットカード
決済により，検定料30,000円の払込手続をしてください。なお，検定料の
払込手続きは出願前に済ませてください。
⑴ 　千葉大学ホームページ（http://www.chiba-u.jp）の＜受験生の皆様へ＞
にアクセスし，＜入試案内＞→＜海外からの検定料支払い＞により検定
料払込手続きを行ってください。
⑵ 　検定料の払込手続終了後，千葉大学より申込内容確認のメールが送信
されます。内容を確認後，そのメールを担当係へ転送してください。
注１ ．入学願書の裏面にある「検定料納入方法」の「クレジット決済」欄
にチェックを入れてください。

注２ ．クレジットによる検定料の払込手続き期間は，平成28年12月５日
（月）～平成29年１月６日（金）までです。なお，出願書類を提出する
前に払込手続きをしてください。

注３ ．利用できるクレジットカードの種類については，検定料払込手続の
際にホームページで必ず確認してください。

※いったん納入した検定料は原則として返還しませんが，検定料を誤って
振り込み，出願しなかった者が平成29年３月31日（金）17時までに所定
の返還手続を行った場合は，検定料の全額を返還しますので，薬学部学
務係に確認してください。

3
卒業・修了（見込）証明書
（出願資格審査時に提出済の
場合，再提出不要。）

出身大学（研究科）長が証明したもの。（本学医学部卒業者，医学薬学府
修士課程修了者及び薬学研究科博士前期課程修了者は不要。）
なお，２．出願資格⑵により出願する者は，「学位記」の写しを添付して
ください。
また，２．出願資格⑷により出願する者は，学部の卒業証明書とし，２．
出願資格⑹，⑺，⑻により出願する者は，最終学歴の証明書とします。

4
成績証明書
（出願資格審査時に提出済の
場合，再提出不要。）

出身大学（研究科）長が証明したもの。（本学医学部卒業者，医学薬学府
修士課程修了者及び薬学研究科博士前期課程修了者は不要。）

5 修士の学位論文 修士課程を修了した者は，１部提出してください。

6
修士論文（又はそれに相当す
るもの）の要旨

Ａ４判縦長横書きで１枚とし，３部提出してください。

7
修士論文（又はそれに相当す
るもの）の図表

Ａ４判10枚以内とし，３部提出してください。
（ただし，本学大学院医学薬学府修士課程を平成29年９月に修了見込の者
は，提出不要。）
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６．選抜方法等

⑴ 　選抜は，修士論文（又はそれに相当するもの）の審査，出身学校の学業成績，外国語，面接試験，専門科目及

び関連科目を総合して判定します。

　ⅰ　試験科目　１　外国語（薬学英語）

　　　　　　　　２　面接試験，専門科目及び関連科目

　ⅱ　試験日時・場所

月　　日 時　　間 科　　　　　目 場　　所

平成29年　 　
１月26日（木）

13：30～14：30 外国語 千 葉 大 学
亥 鼻 キ ャ ン パ ス15：00～　　　 面接試験，専門科目及び関連科目

　（注１ ）外国語の試験には，辞書（語学辞書に限る。）の使用を認めます。ただし，電子辞書及び専門用語辞典

の使用は認めません。

（注２） 専門科目及び関連科目は，修士論文（又はそれに相当するもの）の内容について，口述試験を行います。

　 　　 　口述試験は出願時に提出していただいた図表にてプロジェクターを使用し，プレゼンテーションを行

います。

　　 　　試験当日は，出願時に提出していただいた図表のデータとPCを忘れずに持参してください。

⑵ 　「本学大学院博士前期課程又は修士課程を平成29年９月に修了見込みの者」が本課程に進学を志望する場合は，

選考方法を「①医学薬学府修士課程からの進学者」と「②医学薬学府修士課程以外の研究科からの進学者」に区

分しています。この場合は，検定料は不要です。

　①　医学薬学府修士課程からの進学者

　ⅰ　選考方法　　修士論文の要旨及び面接試験を総合して判定します。

　ⅱ　選考日時・場所

月　　日 時　　間 科　　目 場　　所

平成29年　 　
１月26日（木）

９：30～ 面接試験
千 葉 大 学
亥 鼻 キ ャ ン パ ス

出　願　書　類　等 摘　　　　　　　　　　　　要

8 写真（２枚）
出願前３カ月以内に撮影（上半身，正面，脱帽）のもの。 
（縦４㎝×横３㎝を受験票・写真票に貼付する。）

9 受験票送付用封筒
長型３号封筒（23.5㎝×12㎝）に郵便番号，住所，氏名を明記し，郵便
切手（82円分）を貼り同封してください。

10 履歴書（外国人用） 本大学院所定の用紙（出願資格審査時に提出済の場合，再提出不要。）

11
住民票
（外国人志願者のみ）

市区町村長の交付したもの。（在留期間，在留資格が明記してあるもので，
個人番号（マイナンバー）が記載されていないもの。）
なお，外国人登録をしていない者は，提出不要。

12
パスポートの写し
（外国人志願者のみ）

氏名等が記載されているページの写し。

13
入試関係通知書等受取先住所
シール

本大学院所定の用紙（出願資格審査時に提出済の場合，再提出不要。）
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　②　医学薬学府修士課程以外の研究科からの進学者

　　ⅰ 　選考方法　 　面接試験，専門科目及び関連科目（口述試験），修士論文（又はそれに相当するもの）を総合

して判定します。

　　ⅱ　選考日時・場所

月　　日 時　　間 科　　目 場　　所

平成29年　 　
１月26日（木）

15：00～　　　 面接試験，専門科目及び関連科目
千 葉 大 学
亥 鼻 キ ャ ン パ ス

７．注意事項

⑴ 　入学試験に関する詳細については，受験票送付の際に同封するとともに，平成29年１月25日（水）10時に薬学

部掲示板に掲示します。

⑵　出願書類に不備がある場合には，受理しないことがあります。

⑶　いかなる理由があっても，出願手続き後の書類の変更，受理した出願書類の返却及び検定料の返還はしません。

⑷　車での来学はできるだけ避けてください。

⑸　入学願書等に虚偽の記載をした者は，入学後であっても入学の許可を取り消すことがあります。

⑹　電話等による合否の問合せには一切応じません。

⑺ 　入学者選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか，管理運営業務，修学指導業務，入学者選抜

方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。

８．合格者発表

　平成29年２月17日（金）13時に薬学部掲示板に発表する（掲示期間は３日間）とともに，合格者には，合格通知

書を交付します。

９．入学手続

⑴　入学手続期間　平成29年９月15日（金）（予定）

⑵　入学手続場所　千葉大学薬学部

⑶　入学手続の際に納入する経費

　　入学手続の際には，次の経費が必要です。

入　学　料 学生保健互助会費 学生教育研究災害傷害保険料
（学研災付帯賠償責任保険含む） 合　計

282,000円 ３年分
6,000円

３年分
3,620円 291,620円

（注意）
　１　入学料の納入については，入学手続時に納入願います。
　２ 　授業料の納入については，入学後の後期分授業料は11月に，前期分授業料は４月に口座引落しにより納

入願います。口座引落手続等についての詳細は入学手続の際に改めてお知らせします。
　　　なお，前期分・後期分授業料はそれぞれ260,400円（年額 520,800円）です。
　　　また，入学して２年目から，後期分授業料は10月が口座引落しの月となります。
　３ 　入学料及び授業料等の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び新授業料等が適用されます。
　４　入学料及び授業料が免除される制度があります。
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　　　詳細は，千葉大学ホームページ
　　　　http://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/payment/exemption.htmlをご覧ください。
　　　　入学料及び授業料免除に関する問い合わせ先
　　　　学務部学生支援課　電　話　０４３－２９０－２１７８
　５ 　学生保健互助会費（疾病負傷の際に相互に救済し，進んで健康保持に寄与することを目的としておりま

す。）及び学生教育研究災害傷害保険料・学研災付帯賠償責任保険料（正課中，学校行事中，課外活動中，
通学中における傷害事故に対して補償するものです。また，他人にケガをさせたり，他人の財物を損壊した
りした場合の補償も含まれます。保険料の改定が行われた場合には，改定時から新保険料が適用されます。）
は，平成29年９月29日（金）までに郵便局又はゆうちょ銀行で払い込んでください。

　　　詳細は，学務部学生支援課へ問い合わせてください。
　　　　電　話　０４３－２９０－２２２０（学生保健互助会）
　　　　電　話　０４３－２９０－２１６２（学生教育研究災害傷害保険）
　６ 　入学料については，本大学院博士前期課程又は修士課程を平成29年９月に修了見込みの者は，必要とし

ません。（12ページ「６．選抜方法⑵」により志願した者）

　７　外国人合格者で日本政府（文部科学省）国費留学生は入学料，授業料は必要ありません。

　８　納入した入学料は，いかなる理由があっても返還しません。

　９ 　入学手続完了者が平成29年９月29日（金）17時までに入学を辞退した場合には，申し出により既に納入

済の学生保健互助会費及び学生教育研究災害傷害保険料を返還します。

⑷　奨学金制度

　日本学生支援機構において大学院学生に対する貸与制度があります。この選考は，学業成績及び研究能力，家

庭の経済的事情等審査の上，日本学生支援機構に推薦するものです。

⑸　提出書類，その他入学手続上の詳細は，合格者本人に別途通知します。

【問い合わせ先】

〒260-8675　千葉市中央区亥鼻１丁目８番１号

千葉大学薬学部学務係

電話　043－226－2862

E-mail　yakugaku-in@chiba-u.jp

電話での問合せは，９時から17時までです。

ただし，土・日曜日・祝日は除きます。

郵送で問合せる場合は，住所を明記し82円切手を貼付した返信用の封筒を同封してください。
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医 学 薬 学 府 案 内
　

１．アドミッションポリシー

　 　本学府は医学薬学融合型の大学院として，医学・薬学並びに関連する専攻分野において，研究者として自立し研

究活動を行うに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うとともに，全人的視野に立った医療従

事者，医学薬学の知識を持つ先端的生命科学研究者を育成することを目的としています。

　　そのために，本学府は次のような人の入学を求めています。

　　１）豊かな基礎知識に裏付けられた広い視野と柔軟な思考力を備えた人

　　２）責任感溢れる次世代のリーダーとなる熱意のある人

　　３）生命科学を基礎として国際性豊かな独創性のある医学・薬学研究者を目指す人

　　４ ）高度の専門技術と研究能力を備え，かつチーム医療を担える統合的視野をもった優れた先進的医療人を目指

す人

　　５）医薬品の創製とその臨床応用に貢献できる医学薬学研究者・教育者を目指す人

２．教育課程及び担当教員等

　医学薬学府の修士課程，４年博士課程及び後期３年博士課程は，それぞれ次の専攻・分野から構成されています。

　修士課程

専　　攻 コ　ー　ス　名 取 得 で き る 学 位

医科学専攻
基礎医科学コース，展開医科学コース，社会医学
コース

修士（医科学） 

総合薬品科学専攻 修士（薬科学）

　４年博士課程

専　　攻 コ　ー　ス　名 取 得 で き る 学 位

先端医学薬学専攻
先端生命科学（初期受け入れコース），免疫統御
治療学，先端臨床医学薬学，がん先端治療学

博士（医学）又は博士（薬学）

先進予防医学共同専攻 博士（医学）

　後期３年博士課程

専　　攻 コ　ー　ス　名 取 得 で き る 学 位

先端創薬科学専攻 博士（薬科学）

※ ４年博士課程においては，取得単位と学位論文の内容により，博士（医学）又は博士（薬学）のいずれかが取

得できます。

　 　各分野において開設している授業科目については，別表１「開設授業科目並びに指導教員」を参照してくだ

さい。

　 　また，学位論文の指導については，別表２「医学薬学府指導教授別研究テーマ」を参照してください。
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３．課程の修了要件及び履修方法

　1　４年博士課程

［先端医学薬学専攻］

　先端医学薬学専攻は，医学・薬学並びに関連分野において創造的，先端的研究活動を行うに必要な高度の研究能

力及びその基礎となる豊かな学識，全人的視野を有する医療従事者，生命科学研究者を育成することを目的として

います。

　　①　修了要件

　　　　30単位以上を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　　②　履修方法

　　　　単位修得の認定は，試験又は研究報告等によって行う。

　　　１ ）博士（医学）の学位の授与を受ける場合の履修方法

　　　　　特別研究６単位を含み，医学系個別領域科目14単位以上を修得すること。

　　　２）博士（薬学）の学位の授与を受ける場合の履修方法

　　　　　特別研究６単位を含み，薬学系個別領域科目14単位以上を修得すること。

　　③　コース設定

　　　１）先端生命科学コース

　　　　 　生命科学の広範にわたる領域横断的講義と最先端の研究活動を通して，生命現象を包括的・総合的に理解

するとともに広い視野で独創的な生命科学研究を展開し，人類の福祉に貢献できる人材の育成を目指してい

ます。

　　　２）免疫統御治療学コース

　　　　 　免疫関連難治性疾患（がん，アレルギー，循環器疾患等）における免疫システムの統御機構を明らかに

し，この原理に基づいた免疫治療を目指す免疫システム統御治療学を担う若手研究者の育成を目指します。

世界水準の大学・研究所等の客員教員のもとでの海外研修も可能となっています。

　　　３）先端臨床医学薬学コース

　　　　 　自然現象のメカニズムの解明に加えて，生命の法則性を見い出すために人を対象としたデータによる科学

的なアプローチを実現する方法を学びます。このために，科学的な方法論に基づく臨床介入の効果の評価を

学び，新たな課題と仮説を生みだし基礎研究に還元することに結びつけるような基礎科学と医療（臨床現

場）の間で「知の循環」を図ることが最終的な目標です。

　　　４）がん先端治療学コース

　　　　 　臨床腫瘍学の広範にわたる領域横断的・臓器横断的講義と最先端の研究活動を通じて，がん治療学を包括

的・統合的に理解し実践できるとともに，基礎・橋渡し・臨床研究を通じて新しい治療法を開発する能力を

身につけ，ヒューマニズムに溢れ，がん患者・家族の立場にたった医療者・研究者として人類の福祉に貢献

できる人材の育成を目指しています。

　［先進予防医学共同専攻］

　先進予防医学共同専攻は，千葉大学，金沢大学，長崎大学の３大学による共同大学院で，従来の衛生学・公衆衛

生学を基盤としながら，個人や環境の特性を網羅的に分析・評価し，０次予防から３次予防までを包括した「個別

化予防」を実現する「先進予防医学」を掲げ，それを実践できる専門家を育成することを目的としています。

　①　修了要件

　　　35単位以上を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　②　履修方法

　　　単位修得の認定は，試験又は研究報告等によって行う。
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　　　修了要件35単位のうち，31単位は必修であり，４単位は選択必修科目から修得すること。

　　　また，それぞれの構成大学において10単位以上を修得すること。

　⑵　後期３年博士課程

　先端創薬科学専攻は，薬学並びに関連する専攻分野において，国際性豊かな独創的研究を展開し，医薬品の開発

や臨床応用を通じて，人類の健康や福祉の促進に貢献することを目的としています。

　　①　修了要件

　　　　18単位以上修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　　②　履修方法

　　　　単位修得の認定は，試験又は研究報告等によって行う。

４．大学院設置基準第14条に基づく教育方法の特例措置の導入について

　大学院の課程においては教育上特別の必要があると認められる場合には，大学院設置基準第14条に基づき，夜間

その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行う特例措置が認められ

ています。

　本大学院は，従来の医学領域及び薬学領域に加え，新しい医学薬学境界領域における学問に精通した研究者や高

度の専門職業人の育成を目的として設立するところであり，この特例措置を導入し教育方法の弾力化を図り履修し

易い環境を整備した上で，既に教育研究の現場において活躍している人材や既に社会の第一線において活躍してい

る社会人を積極的に受け入れていく方針です。

　教育方法の特例措置は個々の修学体制に応じ授業科目の履修及び研究指導の計画を設定しますので，特例措置を

適用して受け入れられる体制は研究室単位又は年度毎で状況が異なりますので，この特例措置を受けようとする志

願者は，事前に志望する指導教授に当該研究室の受け入れ体制を照会のうえ，出願してください。

５．がんプロフェッショナル養成コース／がんプロフェッショナル養成基盤推進コース

　　〈医学領域〉

　医学薬学府４年博士課程（医学領域）の学生のうち，特にがんの基礎・臨床研究を重点に置く学生は，「がんプ

ロフェッショナル養成コース／がんプロフェッショナル養成基盤推進コース」（以下，「がんプロコース」という。）

を選択することができる。このコースは，千葉大学・筑波大学・埼玉医科大学が共同で開発する「がんプロフェッ

ショナル養成プラン／がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に基づくものであり，本コースを選択して博

士課程を修了したものは，日本臨床腫瘍学会による「がん薬物療法専門医」などの受験資格審査に際して，本来５

年間の研修期間が，４年間でも認められている。

　本コースは専門科目の選択により，さらに５コースに分類される。

　なお，コースの履修認定は「がんプロコース｣ 責任者により行う。

　　○　履修方法

１ ）先端医学薬学専攻の学生は，博士課程修了要件30単位のうち，本コース共通科目の全て（８単位）及び

専門科目のうちいずれか一つ（４単位）を履修し，単位を修得する必要がある。

２）これら12単位は全てe－ラーニングにて履修し，８大学共通の試験・レポートにより評価する。

３ ）学生が将来希望する専門性により，専門科目の腫瘍外科学，臨床腫瘍学，放射線腫瘍学，緩和医療学のう

ち，いずれか一つを選択履修する。

４ ）専門科目として，臨床腫瘍学，放射線腫瘍学，緩和医療学を選択した学生はその全ての講義（コマ）を受
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講する必要がある。

５ ）専門科目として，腫瘍外科学を選択した学生は，その中の必修コマを除き，他の専門科目，臨床腫瘍学，放

射線腫瘍学，緩和医療学の中のコマと交換して受講することが可能である。（例：呼吸器外科医の場合，必

修コマ以外に，腫瘍外科学より「肺がん」，「胸壁・縦隔腫瘍」を選択し，腫瘍外科学のその他のコマを受講

する代わりに，臨床腫瘍学の「肺がん（小細胞がん）」，「肺がん（非小細胞がん）」，「原発不明がん」，「胚

細胞腫」，放射線腫瘍学の「肺がん（小細胞がん）」…などを受講することにより単位認定が可能となる。）

この選択にあたっては，学生が受講計画書を「がんプロコース」責任者等に提出し，事前に了承を得る必要

がある。

６ ）同一コマに対して８大学により複数の講義が提供されている場合は，そのうち一つを選択して受講する。

同一コマを二つ以上受講することも可能であるが，重複してコマ数にはカウントされない。

７ ）「がんプロコース」履修者についても，修了（学位取得）のためには，一般の博士課程学生と同様の修了

要件を満たす必要がある。ただし，「がんプロコース」科目を博士課程科目に含めることができる。

８ ）「がんプロコース」履修者以外の学生についても，一科目単位で「がんプロコース」科目を履修すること

ができる。その場合も，博士課程科目に含めることができる。

９ ）先進予防医学共同専攻の学生は，博士課程科目に含めることはできない。

10 ）本コースの全ての講義は，全ての大学院生（医学，薬学，看護学）が聴講可能であるが，登録が必要であ

り，e－ラーニングシステム利用のための個人 ID，パスワードを各自で管理する責任を負う。

　　〈薬学領域〉

　医学薬学府修士課程の学生，医学薬学府４年博士課程（薬学領域）の学生，あるいは医学薬学府後期３年博士課

程の学生のうち，特にがんの基礎・臨床研究に重点を置く学生は，「国際協力型 がん薬学研究指導者コース」（以下，

「がんプロコース」という。）を選択することができる。このコースは，筑波大学，千葉大学，群馬大学，埼玉医科

大学，日本医科大学，獨協医科大学，茨城県立医療大学，群馬県立健康科学大学（計８大学）が共同で実施する「国

際協力型がん臨床指導者養成拠点」事業に基づくものであり，本コースを選択して，修士課程，４年博士課程，あ

るいは後期３年博士課程を修了したものは，それぞれ，修士（薬科学），博士（薬学），あるいは博士（薬科学）の

学位の授与を受けると共に，本コースの修了証を得ることができる。

　なお，コースの履修認定は「がんプロコース」責任者により行う。

　　○　履修方法

１）修士課程は，修士課程修了要件34単位のうち，本コース共通科目の全て（８単位）および，専門科目の

うち薬学（４単位）を履修して単位を修得し，１回以上英語で学会発表を行う必要がある。（他は総合薬品

科学専攻の修了要件を満たすものとする。）

２）４年博士課程は，博士課程修了要件の30単位のうち，本コース共通科目の全て（８単位）および，専門

科目のうち薬学（４単位）と緩和医療学（４単位）を履修して単位を修得し，がんに関わる英文論文１報

以上が受理される必要がある。（他は先端医学薬学専攻の修了要件を満たすものとする。）

３）後期３年博士課程は，博士課程修了要件の18単位のうち，本コース共通科目の全て（８単位）および，

専門科目のうち薬学（４単位）を履修して単位を修得し，がんに関わる英文論文１報以上が受理される必

要がある。（他は先端創薬科学専攻の修了要件を満たすものとする。）ただし上記12単位を修士課程で履修し

て単位を修得した学生は，博士課程において重複して受講することはできない。

４）これら12～16単位は全て e－ラーニングにて履修し，８大学共通の試験・レポートにより評価する。

５）専門科目の腫瘍薬学は，その全ての講義（コマ）を受講する必要がある。
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６）同一コマに対して８大学により複数の講義が提供されている場合は，そのうちひとつを選択して受講す

る。同一コマを二つ以上受講することも可能であるが，重複してコマ数にはカウントされない。

７）「がんプロコース」履修者についても，修了（学位取得）のためには，一般の修士，博士課程学生と同様

の修了要件を満たす必要がある。ただし，「がんプロコース」科目を修士課程科目，博士課程科目に含める

ことができる。

８）「がんプロコース」履修者以外の学生についても，一科目単位で「がんプロコース」科目を履修すること

ができる。その場合も，修士課程科目，博士課程科目に含めることができる。

９）本コースの全ての講義は，全ての大学院生（医学，薬学，看護学）が聴講可能であるが，登録が必要であ

り，e－ラーニングシステム利用のための個人 ID，パスワードを各自で管理する責任を負う。
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指　導　教　授
（研究室）

研　　　究　　　テ　　　ー　　　マ

中山　　学
（遺伝子創薬学）

１．ゲノム改変技術の開発と疾患モデルマウスの創出に関する研究
２． ヒト一般病の関連遺伝子同定のためのコンデショナルノックアウトマウス・パイプライン構築に
関する研究

３．神経系で発現する巨大蛋白質群の包括的機能解析に関する研究

鈴木　秀幸
（遺伝子創薬学）

１．オミックス解析（トランスクリプトーム及びメタボローム統合解析）に必要な解析ソフトの開発
２．オミックス解析技術を利用した機能性代謝物の生合性研究
３．機能性代謝物のメタボローム解析

川島　博人
（微生物薬品化学）

１．リンパ球体内動態と獲得免疫における糖鎖機能の解明
　　⑴　糖鎖合成酵素欠損マウスを用いた解析
　　⑵　新規抗糖鎖抗体を用いた解析
２．スギ花粉アレルゲンの糖鎖修飾に着目した新規花粉症治療法の開発
３．糖鎖合成酵素欠損マウスを用いた大腸炎発症メカニズムの解明
４．細菌感染と感染宿主応答の分子機構の解明
５．シャペロンによる機能蛋白質認識機構の解明
６．抗菌薬耐性に関する研究

戸井田　敏彦
（病態分析化学）

１．網羅的複合糖質糖鎖分析系の確立　
２．硫酸化多糖類の免疫系への作用
３．ポリアミンによる蛋白質合成促進機序　
４．NMDA受容体の構造・機能解析とチャネルブロッカーの開発
５．脳梗塞とアクロレイン

荒野　　泰
（分子画像薬品学）

１．テクネチウム錯体の新規設計を基盤とするSPECTプローブの開発　
２．抗体やペプチドを利用したDDS
３．がん治療効果の早期判定および治療指針選定に有用な分子イメージングプローブの開発
４．ガリウムを用いたPETプローブの新規開発

小椋　康光
（予防薬学）

１．生体による類金属元素代謝の分子基盤の解明
２．重金属結合依存的な転写誘導機構の解明
３．細胞分化に伴うメタローム解析とその応用
４．レアメタルのリスクアセスメント
５．疾病の診断・治療のための新規機能性分子の開発
６．タンパク質の発現・輸送を可視化する蛍光ラベル化法の開発
７．光化学反応に関する研究と生体への応用




